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　Hematococcus 　sp な どの 微細藻類は 、ア ス タ キ サ ン チ ン を は じめ と する

様 々 な有用カ ロ テ ノイ ドを合成するこ とか ら、生産性の 向上 が検討 さ れて

きた 。一般的 に 二次代謝産物 の 合成は細胞 増殖 と負の 相 関に あ る こ とか ら、
細胞増殖制御は カ ロ テ ノイ ド生産性 向上 の た め の 有効な 手段 の

一．．．
つ と考え

られ る。そ こ で 微細藻類の モ デル 生 物で あ る ク ラ ミ ドモ ナ ス を用 い 、細胞

増殖の 制御に 関与す る MAP キ ナ ーゼシ グナル 伝達系の 分離 と解析 を 進 め

て きた 。E−ll4 年度大会に お い て 、ク ラ ミ ドモ ナ ス に 5 種類 程度存在す る と

予 想 され た MAP キ ナ ーゼ相同 遺伝子 の うち 、　 Co
・
MPKJ ，2Le 伝子 の 全 塩 基配

列 の 決 定、及 び そ れ らタ ン パ ク質が リ ン 酸化活 性 を 有し、両遺伝子 が 機能

的 に MAP キ ナ ーゼ 相「司 遺伝 子 で あ る こ と を報 告 し た。今 回 我 々 は

CrMPKI ，2 タ ン パ ク質の 機能を特 定す る た め、抗 CrMPKt ，2特異抗 体を作

製し 、リ ン 酸化 と細 胞機能 との 関連を ウエ ス タン 法に よ り解析 した。その

結果、CrMPK2 タ ン パ ク質は 細胞増殖、ス トレ ス な どの 様々 な刺激 の い ず

れ に よ っ て もリ ン 酸化に 変化が 見 られない の に対 し、CrMPK1 タン パ ク 質

は細胞分裂直 前の 細胞に おい て
一

過的に リン 酸化 され るこ とが明 らか とな

り、CrMPKl タン パ ク 質は 細胞分裂の 制御 に 関与 して い る 可能性 が 示 され

た．現在 C；rMPKi 　me伝子の 過剰
・
抑制

・
破 壊株 を作製 し、細胞増殖 に 対す

る効果 を検証 す る とともに 、二 次代謝産物の 生産への 効 果 も検 証 して い く

予定 で ある。

【目的】グ リオ キシ ル 酸分路は G2 化合物 か ら TCA 回路中間体を補充 し、イ

ソク エ ン 酸リアーゼ〔ICL ）と リ ン ゴ 酸合成酵素に よ り構成され る。ラ ン 藻に

は こ れ ら の 酵素 の 遺伝子 が 存在せ ず、グ リオ キ シ ル 酸分路 を欠 い て い る。
ラン 藻に グ リオ キ シ ル 酸 分路を導入 した ときの 代謝 に及ぼす影響 を調 べ る

た め 、大腸菌イ ソ タ エ ン 酸 リア
ーゼの ラ ン 藻 に お ける発現 を試 み た，

【方 ‘去及び結果】tac　prometer ド流で 発 現す る大腸菌ICL 遺伝子｛aceA 遺伝子）
を シ ャ トル ベ ク タ ー・・

pUGso3 の 齔 σ RI 部位 に組 み込ん だプ ラ ス ミ ドを構築

し、エ レ ク トロ ポ レ
ー

シ ョ ン に よ リラン
’ivaS．vnectIococc’“ s　elorega ・tzas’PCC 　7942

R2 ・SPc に導人 した ．しか し、形質転換体で は 1（⊃1括 性及び タ ン パ ク質 の 発

現 は確認 されなか っ た。そこ で 、ラン 藻で 高発現す るPsbAJ　promOtcrの 下

流に aceA 　ma伝子 をつ なぎ．　 pUCso3 に 連結 して riPsbAlラン 藻株 GRPS 　301
に導入 した ．得 られた形質転換体か らは IGL 活性は ほ とん ど検 出され な

か っ た が 、Wes 匸ern 　blotting に よ り ICL タ ン パ ク 質の 発 現が 確認された 。
よっ て ラ ン 藻に おける ICL 活性発現 に は他 の 要 因（リン 酸化等）が必要 で あ

る 可能性（りが示唆 された。
〔1）Roberしson，E．Eand 　Reevcs，H ．C．（1989）Bivchim・ie　71，1065・1070
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3CIO−4 　シ ロ イヌ ナ ズ ナ の 日長に よ る茎の太 さの制御の 解析
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【目的】 植物 の 生長 は分裂組 織 に よ っ て 制御 され て い る，，茎 頂分裂組 織 ・
恨端分裂組織 では シ ロ イ ヌ ナ ズナ の 突然変異体 を用い た分子 遺伝学的な研

究が急速 に進 んで い るが、形成層 に つ い ては 、実験室で は 扱い に くい 木本

性 の 植物 にお い て 発 達す るた め 、未解明 な点が 多い 。本研 究は 、モ デル 植

物 と して有用 なシ ロ イヌ ナズ ナの 茎の 太 さに 関す る変異体 を取得 し、形成

層 の 活動 を制御す る遺伝子 を同だ ・解析す る こ と を凵的 と して い るtt
【方法 ・結果】 シ ロ イ ヌ ナズ ナ を短 日条件下 （8h　light，16h　dark） で 栽培

した揚 合、形成層が 発 廱 して 茎が太 くな る こ と を見 出 した ．そ こ で 、シ 匚1

イ ヌ ナズ ナ を長 日条件
．
ド （16h　light，8h　dark） と短 日条件 下 で 栽培 し、胚

軸の 断面 の 茎 の 太 さと細胞数 に つ い て 計測 した と こ ろ、短 日条件 と長 日条

件 で は細胞数 に差 が生じ てい た。こ の 結果 をも と にア クチ ベ ー
シ ョ ン タギ

ン グ し たシ ロ イ ヌ ナ ズナ の 種子 を用い て 長 日条件 ド、短 日条件 トに お ける

変異 体の ス ク リ
ー

；ニン グ を行 っ たe 現在 まで に、長 日条件下 にお い て 茎が

太くなる変異体 と考 え られ る cs35858 と⊂s36 〔）65 の 2株を取得 し た。また、茎
が太 くなる株以外 に も、短 日条件 下に お い て ロ ゼ ッ ト葉が 異常に 多 くなる

株、種 了
．
数 が 多 くなる株 など も取得 したc こ れ らの 変異体候補 とその 解析

結果 に っ い て 報告す る。
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ボ リ ヒ ドロ キ シ ア ル カ ン 酸 （PHA ）は微生物 が貯蔵物 質 として合成す る ポ

リ エ ス テ ル で あ り、生分解性プラ ス チ ッ ク として利用 で きる、しか し、醗

酵に よ り PHA を 生産 する と炭素源 の コ ス トが全体の コ ス トを押 し上げる

とい う閭題が あ り、遣伝 了
．
組換え植物 を用 い たPHA の 直接 生産 が検討 され

て い るc微生物か ら単離 した PllA生合 成系遺伝 子 を植 物に 導入 する とPHA
を合成す る遣伝子 組換え植 物を 得る こ とがで きる が 、蓄積 量が極 め て 少 な

く、実用化 の た め に は 蓄積量の 増加 が課 題 で あった．最近 我 々 の研 究室で

は 、進化 ［学 の 手 法 を用 い て 、天 然型 よ りも 高活性 を 持 つ PllA重合酵 素の

変 與酵素 を取得する こ とに 成功 した。本研 究で は 、高活性型変 異酵素遺伝

子 を シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ に 導入 し、PHA 諮積量 を増加 させ る こ とを検討 した 。
そ の 結果 、変異酵 素の 導入 に よ り 、天 然型酵素 と比 較 して 最大で 約10倍 の

PHA を蓄積す る こ とが で き、モ ノ マ
ー
組 成も制御 で きる こ とが分 か っ た ．
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